
 

 
平成 29 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス  
教科目名 特別研究２   担当教員 別に定める特別研究の指導教員 
学年学科 ２年次 先端融合開発専攻 通年 必修 ８単位  

学習・教育目標 
A-2(5%) 、 B-1(30%) 、 B-2(50%) 、 C-1(10%) 、
C-2(5%) JABEE 基準１（1）：(a) (b) (d) (e) (f) (g) (h) 

授業の目標と期待される効果： 

これまでの学修の成果を踏まえて、教

育目標に対応して以下の達成を目標と

する。 
倫理…社会的責任を認識して、社会の

改善に貢献できる研究を実践できる。 
デザイン能力…研究目標の達成に向

けての合理的な研究計画を立案できる。 
コミュニケーション能力…有機的連

携より研究を進め効果的に発表できる。 
専門知識・能力…これまでに得た専門

知識を実践的問題解決に活用できる。 
情報技術…情報機器を有効活用する

ことで効率的な研究作業を実行できる。 
これらより、主体的に考え社会の問題

解決を可能にする実践的な能力を獲得

する。 
 
特別研究２では、本科５年間での専門

分野の基礎知識を踏まえたうえで、特別

研究１で学修した研究背景や工学基礎

理論を展開して、より良い社会の実現を

目指した問題解決を達成するための研

究課題に取り組む。 
具体的には、指導教員との協議のうえ

で研究課題を設定し、研究の背景や方向

を学修し、これを踏まえて学生自らが研

究の計画を立案し、研究室の連携作業よ

り研究活動を実践する。 
ここで得られた成果は、特別研究２審

査会および学会発表により検証指導を

受ける。以下に具体的な目標を記す。 
①研究活動において技術者倫理を身に

つける 
②研究成果をめざし、解析能力・実験技

術・調査能力を実践する 
③日本語による研究論文の作成能力を

身につける 
④継続的な研究活動の実践能力を身に

つける 
⑤研究成果を評価して、継続的改善能力

を身につける 
⑥報告書作成・プレゼンテーション能力

を身につける 
⑦日本語での検討・議論能力を身につけ

る 
⑧英語による基礎的表現能力を身につ

ける 
 
【クラス分け方式】 

成績評価の方法：  
 ２年次前期は履修計画書および調査・検索報告書、後期は特別研究２論文
の提出及び「特別研究２審査会」における研究発表をもとに、論文内容、英
文概要、プレゼン能力、学習・教育目標の達成度評価を、別に定める特別研
究の指導教員により１０段階評価で行う。 
 成績評価は、別に定める達成度評価に基づいた「評価基準のルーブリック」
を用いて、以下の３要素を対象に行う。 
学修や探究の課程での継続的な取組：特別研究２の学修や時間外の研究活動 
特別研究２履修計画書、最終論文：文書にまとめられた学修の成果 
特別研究２審査会等の口頭発表：研究内容の口頭発表と質疑応答 
達成度評価の基準：以下の項目について、総合的に６割以上のレベルにま
で達していること。 
①技術者倫理を身に付ける：社会問題の科学的理解について、各自の研究課
題に対する社会的背景の分析を通して、倫理的な側面の理解を深め、さら
に特別研究の実践において、技術者倫理を踏まえた判断や活動を行ったか
を評価する。評価基準は、研究背景の社会的理解の獲得と研究活動の実践
での取り組みが確認できること。 

②調査・検索能力：特許検索、論文調査、あるいはインターネット検索等を
実施させ、その報告書等で評価する。評価基準は、報告書等の内容に間違
いがなく、最新のものであること。 

③企画・創案・課題発見能力：計画書を提出させ評価する。評価基準は、従
来のものと異なり、新鮮味や創造性が感じられること。 

④問題抽出・検討能力：計画書を提出させ評価する。評価基準は、限られた
制約条件（時間、予算、自己の能力など）のもと、完成にいたる道筋が明
確であること。 

⑤設計・計画能力：計画書を提出させ評価する。評価基準は、完成にいたる
道筋が具体的で実現が可能なものであること。 

⑥知識・技術取得活用能力：論文、発表会及び作品で評価する。評価基準は
新たな知識・技術の獲得が確認できること。 

⑦実践能力：計画書、作品、発表会、論文、報告書等で評価する。評価基準
は継続して努力した形跡が確認できること。 

⑧継続的改善能力：論文、発表会及び作品で評価する。評価基準は複数回の
改善が確認できること。 

⑨報告書作成・プレゼンテーション能力：報告書・プレゼンテーションの体
裁等が守られ、論理的な整合性があること。 

⑩解析・評価能力：他の作品・論文との比較についての論理的整合性のある
評価を確認できること。 

⑪日本語での的確な表現能力：論文の表現が明確であり、論理的整合性があ
ること。 

⑫日本語での検討・議論能力：発表会の質疑応答が感情的ではなく、冷静に
論理的な整合性のある議論ができること。 

⑬英語による基礎的表現能力：論文アブストラクトの英文において、文法的
に誤りのない表現ができること。 

 
本授業では、全ての活動において、学生の自主的な活動を中心に、レベルＢ
のＡＬを行う。 

 
 

授業の進め方とアドバイス： 
指導教員と綿密にコンタクトをとり、自主的・継続的に努力することが必要である。最終的には学会発表できるレ

ベルまで到達すること。また、狭い専門分野にとらわれず、広い視野をもつことも重要である。 

教科書および参考書： 
指導教員と密接にコンタクトをとり、教科書や参考書だけでなく、学会発表や論文なども参考とし、深い専門分野

とともに、広い視野を学習すること。 



 

授業の概要と予定：通年 
 
以下の表から研究分野を選択し、別に定める特別研究の指導教員が提示した、特別研究２の授業計画の研究内容を

踏まえて、研究課題を設定する。 
なお、最終的に特別研究２を合格とする要件には、特別研究論文や発表会の審査、学協会等における口頭発表の有

無に加えて、JABEE の修了要件が含まれるので、常に専攻科会議委員とともに定期的に達成度をチェックして、科目
の履修申請に反映させること。 

 
 機械工学系 電気情報工学系 電子制御工学系 
分  
野 

▼塑性加工 
▼材料力学 
▼熱工学 
▼数理設計工学 
▼計測・制御 
▼エネルギー工学 
▼航空宇宙流体力学 
▼応用物理 
▼材料学 
▼機械工学 
▼機械設計 

▼オプトマイクロメカニクス 
▼医療画像診断 
▼誘電体材料 
▼オプトエレクトロニクス 
▼ソフトコンピューティング 
▼ニューラルネットワーク 
▼パワーエレクトロニクス 
▼画像処理 
▼半導体材料 
▼モバイルコンピューティング 
▼光計測・光制御 

▼計測・制御 
▼結晶材料 
▼数値シミュレーション 
▼移動ロボット 
▼コミュニケーションロボット 
▼論理プログラミング 
▼アクチュエータ 
▼パワーアシスト 
▼制御工学 
▼医療画像診断 
▼電子デバイス 

 環境都市工学系 建築学系 
分  
野 

▼土木構造・材料 
▼水圏環境 
▼地圏環境 

▼建築構造 
▼建築環境 
▼建築計画 
 

 

 
特別研究２の成績評価基準 
 
評価対象の定義 
以下の評価基準は、特別研究２における以下の３要素を対象として、各項目該当する側面に対して行う 
Ａ：学修や探究の課程での継続的な取組： 特別研究２の学修や時間外の研究活動  
Ｂ：特別研究２履修計画書、最終論文： 文書にまとめられた学修の成果 
Ｃ：特別研究２審査会等の口頭発表： 研究内容の口頭発表と質疑応答 
 
評価基準のルーブリック 

評価項目 

対

象 

重

み 点数１：最低基準 点数３：標準基準 点数５：最高基準 

１：技術者倫理 Ａ

・

Ｂ 

１ 技術者倫理や社会問題を意

識し、研究においても倫理感

が必要であることを理解し

ている 

技術者倫理や社会問題を意識

し、研究においても倫理感が必

要であることを理解のうえ、研

究活動に活かしている 

技術者倫理や社会問題を意識

し、研究においても倫理感が必

要であることを理解のうえ、研

究活動に活かしており、研究記

録や引用した参考文献などが

正しく管理されている 

２：調査・検索能力 Ａ

・

Ｂ 

２ 研究を成立させるための社

会ニーズと関連技術の動向

に関する最低限の記述があ

る 

対象とする研究課題に関する

社会ニーズと関連技術の動向

に関する記述に間違いがなく、

最新のものである 

最新の社会ニーズと関連技術

の動向を十分に理解し、社会の

要請に応えるべく、研究の目的

を正しく認識し記述できてい

る 

３：企画・創案能力 Ａ

・

Ｂ 

１ 調査・検索の結果を参考に、

また、指導により研究の企

画・創案がなされている 

調査・検索の結果を背景とし

て、問題を解決するための有効

な企画・創案がなされている 

調査・検索の結果を背景とし

て、問題を解決するための独自

性、創造性が感じられる企画・

創案がなされ、十分な成果が期

待できる 

４：問題抽出・検討

能力 

Ａ

・

Ｂ 

１ 課題や構想を実現する過程

で発生する実務上の問題を

予想・抽出できている 

課題や構想を実現する過程で

発生する実務上の問題を予

想・抽出し、実現可能かどうか

について検討・判断できている 

課題や構想を実現する過程で

発生する実務上の問題を予

想・抽出、実現可能かどうかに

ついて検討・判断し、完成に至

る道筋が明確である 

５：設計・計画能力 Ａ

・

Ｂ 

１ 研究課題や構想を実現する

ために何らかの実施計画が

されている 

研究課題や構想を実現するた

めの実施計画が具体的で実現

可能なものである 

研究課題や構想を実現するた

めの実施計画が具体的で実現

可能なものであるとともに、完

成に至る道筋が明確である 



 

６：知識・技術取得

能力 

Ａ

・

Ｂ 

２ 既存の知識、技術を駆使して

課題の解決に取り組んでい

る 

各種の方法で獲得した知識、技

術を融合し、課題の解決に有効

に活用できていることが確認

できる 

各種の方法で獲得した知識、技

術を融合し、課題の解決に有効

に活用できていることが確認

でき、必要に応じて新たに必要

となる知識、技術の獲得ができ

ている 

７：実践能力 Ａ

・

Ｂ 

２ 実施計画に従って、自主的、

継続的に研究課題や構想に

ついて取り組んでいるが、計

画より遅れている 

実施計画に従って、自主的、継

続的に研究課題や構想につい

て取り組んでおり、ほぼ計画通

りに実施できている 

実施計画に従って、自主的、継

続的に研究課題や構想につい

て取り組んでおり、計画通りに

実施すると共に、新たに生じた

別の課題にも自主的に取り組

んでいる 

８：継続的改善能力 Ａ

・

Ｂ 

２ 研究方法や方向性、研究結果

等に対し、評価や検討が継続

して実施されている 

研究方法や方向性、研究結果等

に対し、評価や検討が継続して

実施され、改善を図った項目が

確認できる 

研究方法や方向性、研究結果等

に対し、評価や検討が継続して

実施、改善を図った項目によっ

て十分な成果が期待できる、ま

たは成果が得られている 

９：報告書作成･プ

レゼンテーション

能力 

Ｂ

・

Ｃ 

２ 完成した作品や実体、得られ

た実験結果などを論文や報

告書にまとめ、プレゼンテー

ションができる 

報告書やプレゼンテーション

の体裁等が守られ、それらの内

容について論理的な整合性が

あること 

報告書やプレゼンテーション

の内容について論理的な整合

性があることに加え、わかりや

すい説明ができている 

１０：解析・評価能

力 

Ｂ

・

Ｃ 

１ 完成した作品や実体、得られ

た実験結果などを自己評価

できる 

完成した作品や実体、得られた

実験結果、他の作品を含めて、

正当で論理的整合性のある評

価ができる 

完成した作品や実体、得られた

実験結果、他の作品を含めて、

正当で論理的整合性のある評

価ができ、評価の裏付けが明確

である 

１１：日本語での的

確な表現能力 

Ｂ

・

Ｃ 

１ 論文や予稿、プレゼンテーシ

ョンで使用されている日本

語の表現により内容が理解

できる 

論文や予稿、プレゼンテーショ

ンで使用されている日本語の

表現に論理的な整合性がある 

論文や予稿、プレゼンテーショ

ンで使用されている日本語の

表現が的確で論理的な整合性

があり、内容を正確に理解でき

る 

１２：日本語での検

討・議論能力 

Ｃ １ 審査会や学会での質疑の内

容を理解し議論できる 

審査会や学会での質疑の内容

を理解し、冷静に整合性のある

議論ができる 

審査会や学会での質疑の内容

を理解し、冷静に整合性のある

議論ができ、十分な成果が期待

できる、または成果が得られて

いる 

１３：英語による基

礎的表現能力 

Ｂ １ 正しい用語を用いて英文ア

ブストラクトを作成できる 

正しい用語を用いて文法的に

誤りのない表現で英文アブス

トラクトを作成できる 

正しい用語を用いて文法的に

誤りのない表現で英文アブス

トラクトを作成でき、研究内容

を的確に表現できている 

 
 
評価項目の補足説明 
項目９において、外部の学会や協会での口頭発表が行われない場合には、評価対象不備で点数０となる  
 
成績評価の方法 
前期末の中間成績は書類提出をもとに、後期末の最終成績は発表を含めて行う。    
表の１３項目の評価値の重み付き平均値の得点率によって１０段階評価を行い、６以上を合格とする 
一つでも３未満の評価項目があれば不合格となる 
  


